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保育実習

1年 期間 (期間) / 年間開講数　1講座

「保育実習Ⅰ」については、保育実習の目的や内容及び実習の流れについて理解し、記録や提出書類の書き方や教材研究の実際を授業の中で学ぶ。具体的には、内容的として導入段階は見学（観

察）参加を中心に、基礎段階は短時間の指導実習の経験を身につけ、そのために、実習前からの準備や事務手順、実習園を訪問しオリエンテ－ションで確認事項及び、準備物や実習生としての心得を

学ぶ。また、実習終了後は、実習園で実践してきた内容の発表とまとめを行い、保育者の役割と重要性を認識するとともに、保育者に必要な知識や技能をさらに深める。

「施設実習」(２単位)については、既習の教科などで習得した知識や技能を基礎として、児童福祉施設等の生活に参加し、子どもへの理解を深めるとともに、児童福祉施設等の機能や保育士の職務内

容について学ぶ。

※実務経験のある教員等による授業

保育士として長年にわたる実務経験を活かして、具体的な実践記録を紹介し

て授業を行っている。＜森下＞

乳児院、児童養護施設、児童家庭支援センターにて児童指導員、心理療法

担当職員として、また幼稚園等でのカウンセラーとしての実務経験を生かして授

業を行う。＜小島＞

〇導入基礎実習

　⑴保育の場を全体的に把握する

　⑵子どもの状態を観察し、活動や表情を把握する

　⑶職員の構成、職務内容(役割)を把握する

　⑷保育士の子どもへの関わり方、指導の進め方など保育活動を観察見学する

　⑸子どもの活動に参加する

  ⑹実習生の立場で保育士の一面をもって子どもや保育活動に関わる

　⑺保育所と家庭との連絡の必要性、方法を知る

　⑻保育活動への直接的な準備をする(担任の指示に従って)

　⑼保育士の助手として子どもとかかわる

〇実施時期・期間：1年9月・10日間

〇対象児：2歳児

⑴保育実習の意義と目的を理解し、保育について総合的に理解する。

⑵実習や既習の教科目の内容やその関連性を踏まえ、保育の実践力 を習得する。

⑶保育の観察、記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について、 実践や事例を通して理解する。

⑷保育士の専門性と職業倫理について理解する。

⑸実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、保育に 対する課題や認識を明確にする

【施設実習】

1.児童福祉施設（保育所を除く）の役割や機能を理解する

2.保育・養護の計画、観察、記録および自己評価などの方法について具体的に理解する

3.施設実習にあたり、自らの課題が設定できる

4.実習後は、施設実習を振り返り、成果と自己課題を明確化する

〇施設実習(児童福祉施設等)

　⑴施設運営についての一般的理解

　⑵入所児童の理解

　⑶児童居室等の環境

　⑷活動の展開状況

　⑸衣食住にわたり職員(保育士)が行う処遇活動(ケア活動)

　⑹施設の内部、外部における生活支援、療育など個別的な援助に対する仕事の補佐をする。

　⑺余暇活動等、児童の集団活動への参加、施設の内外における余暇活動への設定や指導のプログラムや方法について学ぶ

授業の内容

〇施設見学

⑴見学施設の一般的理解

⑵入所（利用）者の理解

⑶施設の人的環境

⑷施設の物的環境

⑸施設養護と学校または地域社会との関連

 「平成29年告示 幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領 原本」（株式会社チャイルド本社）

月間　保育とカリキュラム（ひかりのくに）

事前の書類（オリエンテーション報告書等）提出の状況 、実習中の状況（巡回指導時の状況も含む）、実習への出席状況 、実習先からの実習評価 、実習の記録の提出、事後に必要な書類提出

（欠席届等）の状況 、実習の記録の記述内容を以下の通りに評価する。

保育実習においては、実習園の評価点（65％）、事前指導、事後指導及び実習記録等の評価（35％）

「実習ハンドブック」 大阪教育福祉専門学校編著

保育実習 I

教職・保育に関する科目

森下　真由美  ／　小島　知子

実習 / オムニバス

＜小島＞

オフィスアワーは授業終了後に受け付ける。各施設の特徴など、理解を深めておくこと。

必修 / 4単位　(160時間）


